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A Study on the Introduction of Keyboard Harmony to Piano Teaching






































































































　コードつまり和音は 3度音程の重なりで構成されている。和音の響きの違いは長 3度と短 3
度という基本的な 3度音程の組み合わせにより生ずるため、まず長 3度と短 3度の違いを理解
したうえで、長 3度と短 3度の組み合わせにより長・短・増・減という 4種類の 3和音に区別
されることと各和音の響きの違いを実際に再現して感覚的にとらえるようにする。増・減とい
う名称の由来は、和音のルート（根音）と第 5音の音程がそれぞれ増 5度と減 5度に由来する
ことも説明しておく。実践経験のない学生には 4種類の 3和音の判別は難しいため、特に重要
な長 3和音と短 3和音の判別ができれば良いと考え、学生には 2種類の和音を弾かせたり、聴
き取らせたりして響きの違いを確認させる。
　 3和音に加えて 7の和音も説明しなければならない。 7の和音は 6種類あるが授業では属 7
の和音と、比較の意味で長 7 の和音のみをとりあげる。長 3和音の第 5音に対して第 7音が短























































































































































































































































































BERKOWIYZ, Sol  “Improvisation Through Keyboard Harmony”   1975
（ソル・バーコウィッツ（江崎正剛訳）：　『キーボード・ハーモニーによる即興演奏』　創芸書房　1993




　　『椙山女学園大学教育学部紀要 5』pp.35~45   2012 
吉川和夫・舟橋三十子・矢内直行：　『はじめてのソルフェージュ　キーボード・ハーモニー』
　　　　　　　　　　　　　　　　　全音楽譜出版社　2015
－　 －300
石　田　陽　子
（譜例 1 ）「ふるさと」の実技試験用の楽譜（1）（伴奏部分は筆者自身のアレンジによる）
　「ふるさと」の実技試験用楽譜（2）（伴奏部分は筆者自身のアレンジによる）
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（譜例 2 ）カデンツ奏の楽譜
　（楽譜は筆者自身の作成による）
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（譜例 3 ）ハ長調の曲のコード伴奏作成譜
　この譜例は『はじめてのソルフェージュ　キーボード・ハーモニー』掲載の楽譜に基づき筆者が大譜表
に作成した
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　（この譜例は『はじめてのソルフェージュ　キーボード・ハーモニー』掲載の楽譜に基づき筆者が大譜
表に作成した）
（譜例 4 ）ヘ長調のコード伴奏作成譜〈（　）のなかのコードを見てト長調に移調する〉
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（譜例 5 ）ニ長調のコード伴奏作成譜（慣れた時点で、ハ長調、ヘ長調に移調する。）
　（大譜表の作成は筆者自身による．旋律は『子どものうた　200』（チャイルド社）掲載のものを使用した。）
